
22

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

地
域
の〝
足
〞を

―
将
来
の
地
域
公
共
交
通
―

　
本
市
の
公
共
交
通
は
、
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
が
あ
り
、
通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買
物
等

を
主
な
目
的
と
す
る
市
民
生
活
の
足
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
家
用
車
の
普
及
、
少
子
化
、
人
口

減
少
等
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
公
共
交
通
の

利
用
者
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
将
来
、
公
共
交
通
の
維
持
が
困
難
と
な

り
、
路
線
バ
ス
の
減
便
や
廃
止
が
更
に
進
ん
で
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
公
共
交
通
の
現
状
と
課
題

を
確
認
し
、
そ
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

【
特
集
】

◎
問
合
せ　

本
所
地
域
振
興
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
２
２
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少
し
て
い
る
一
方
、
世
帯
数
は
増

加
し
て
お
り
、
人
口
減
少
と
核
家

族
化
、
少
子
化
、
高
齢
化
、
中
山

間
地
域
を
中
心
と
し
た
過
疎
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
市
民
が
よ
く
利
用
す
る
交
通

手
段
は
「
自
家
用
車
」
が
最
も
多

く
、
次
い
で
「
自
転
車
」、「
徒
歩
」

利用交通手段の分担率
（国勢調査）

本
市
の
地
域
公
共
交
通
の
現
状
と
課
題

交通手段 平成
12年

平成
22年

徒　歩 6.4 6.3

鉄　道 2.1 2.0

乗合バス 2.0 1.3
勤め先・
学校のバス 2.6 2.0

自家用車 74.4 79.9
ハイヤー・
タクシー 0.2 0.1

オートバイ 1.4 0.6

自転車 14.0 10.8

その他 0.8 0.6

計 103.9 103.6

　平成12年時点で「自家
用車」が74.4％と最も多
く、10年後の22年では自
家用車への依存度が更に増
し、5.5％上昇しています。

（％）

路線バスの運行状況

　
平
成
十
七
年
十
月
に
広
域
合
併

し
た
本
市
は
、
東
北
一
の
面
積
と

な
り
、
公
的
医
療
機
関
、
学
校
、

そ
の
他
公
共
施
設
、
商
業
施
設
等

の
都
市
機
能
が
集
積
す
る
中
心
市

街
地
と
、
周
辺
部
と
を
つ
な
ぐ
交

通
手
段
の
重
要
性
が
増
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
総
人
口
は
年
々
減

の
順
と
な
っ
て
お
り
、
自
家
用
車

の
普
及
に
伴
い
、
路
線
バ
ス
の
利

用
者
は
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
事
業
者
に
お
い
て
も
、
利

用
者
の
減
少
等
に
よ
っ
て
、
経
営

は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
と

も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
な
り
手
不

足
か
ら
安
定
的
な
運
行
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
バ
ス
事
業
者
の
収

支
悪
化
は
、
減
便
や
路
線
廃
止
に

つ
な
が
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
悪
化
、

利
便
性
の
低
減
、
利
用
者
の
減
少
、

路
線
廃
止
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
の
利
用
者
が
減
少
し
、

そ
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
て
も
、
そ
の
必
要
性
が
低
下
し

て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
自
動
車
を
運
転
す
る
方
も
、

将
来
運
転
を
控
え
よ
う
と
す
る
と

き
に
は
公
共
交
通
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
の

主
な
利
用
者
は
、
高
齢
者
や
学
生

等
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の

負
担
軽
減
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
移
動
手
段
と

し
て
の
路
線
バ
ス
の
運
行
を
維

持
・
確
保
す
る
た
め
、
赤
字
路

線
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
そ
の
負
担
額
は
年

間
一
億
四
千
万
円
以
上
（
平
成

二
十
五
年
度
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
既
に
廃
止
さ
れ
た
バ
ス
路
線
で

は
、
様
々
な
代
替
措
置
に
よ
る
運

路線バスの輸送人員及び実車走行距離の状況

1,500

1,200

900

600

300

0

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
平成19年度 25年度24年度23年度22年度21年度20年度

1,204

輸送人員
（人）

7617958158549131,015

2,400

1,804
2,0012,1522,1742,1972,245

実車走行距離
（千㎞）

輸送人員 実車走行距離

路線バス運行補助金及び財源内訳の推移

160,000

80,000

120,000

40,000

0
平成19年度 25年度24年度23年度22年度21年度20年度

26,401 26,465 15,273 17,732 19,99229,96620,682

124,920 119,460 140,031137,269134,420113,943125,813

151,321 149,426 160,023155,001149,693140,408146,495
（千円）

市一般財源県補助金

市役所本所

朝日庁舎

羽黒庁舎

櫛引庁舎

藤島庁舎

温海庁舎

朝日地域

鶴岡地域

藤島地域

羽黒地域

櫛引地域

温海地域

平沢

関川

西大鳥

戸沢

湯殿山

月山
八合目

上川代
木荒代

今野

羽黒山頂
新山
鉱泉

鶴岡駅

市内のバス路線は、市街地の路線及
び市街地から放射状に各地域へ向
かう36路線（平成26年10月
現在）が運行されていま
す。網羅的に運行され
てはいますが、運行
頻度が少ない路線
も見られます。

加茂

※複数回答あり。

バス路線
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行
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
羽
黒
地

域
に
お
け
る
市
営
バ
ス
、
藤
島
東

栄
地
区
に
お
け
る
デ
マ
ン
ド
交
通

（
利
用
者
が
あ
る
場
合
の
み
運
行

す
る
仕
組
み
）、
櫛
引
地
域
に
お

け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
（
児

童
・
生
徒
以
外
も
乗
車
で
き
る
仕

組
み
）、
西
郷
地
区
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
活
動
（
地
区
住

民
が
地
区
住
民
を
送
迎
す
る
仕
組

み
）
等
、
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
地
理
的

条
件
や
生
活
環
境
に
合
っ
た
移
動

手
段
を
更
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画 

地
域
協
働
推
進
事
業
計
画

　
こ
れ
ら
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま

え
、
今
後
は
、
公
共
交
通
体
系
の

見
直
し
、
路
線
バ
ス
の
効
率
化
・

利
用
促
進
を
図
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

特
性
に
合
っ
た
、
効
率
的
で
持
続

可
能
な
公
共
交
通
体
系
を
構
築
す

る
た
め
「
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
」
及
び
「
地
域
協
働
推
進

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
具
体
的

な
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
、
交
通

事
業
者
、
行
政
等
が
一
体
的
と
な

っ
た
協
働
・
連
携
に
よ
る
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
通
院
や
通
学
、

鶴岡市地域公共交通総合連携計画
（平成26年４月策定）

「鶴岡市総合計画」における交通分野、及び「庄内
地区地域公共交通総合連携計画」を市域内各地区の
特性に見合った形で実行するため、バス路線網や運
行形態、その他交通機関との連携等を見直し、生活
交通の確保、まちの活性化、観光振興、地球温暖化
防止等を目的とした公共交通体系を実現します。

１　市全域の公共交通ネットワークについては基本となるバス
　　路線を中心に効率化を図ります。

２　公共交通ネットワークのうち、主たるバス路線については
　　市の責務としてその維持に努めます。

３　その他のバス路線の維持については、地域の方々による「地
　　域の生活交通は自分たちで創り、守る」という「マイバス
　　意識」による地域の主体的な取り組みを基本とします。　平成26年度から30年度までの５年間

目標
１ 既存の公共交通体系の見直し

→ 公共交通ネットワークの階層化（幹線・枝線の設定）

→ 利用者ニーズに合わせた運行ダイヤの改善及び再編（空バス
運行の見直し）

→ 乗り継ぎ拠点の整備、簡易バスターミナル等の整備・支援

→ 高齢者など交通弱者の生活を支援する少量輸送の在り方を調
査・検討（デマンド輸送等）

目標
２

公共交通を分かりやすく利用でき
るシステムの構築

→ バスマップ作成等サービス向上策の実施

→ 高齢者など交通弱者の利便性を高める情報発信機能の充実

目標
３ まちづくりとバスの連携

→ 観光施設、商業施設等、地域活性化との連携を検討

→ 公共交通利用を促すソフト施策の検討・実施（お得な定期券等）

目標
４ 公共交通に対する市民意識の醸成

→ バス利用促進・運行維持存続など PRの実施

→ 地域協働推進事業の検討・実施

目標
５

「マイバス意識」による地域主体の
公共交通維持体系の構築

→ 地域主体の公共交通確保・維持体制の構築

→ 地域主体による新たな公共交通システムの導入

目標
６

今後の公共交通の在り方を議論す
る場の開催

→ 鶴岡市地域公共交通活性化協議会の開催（法定協議会）

→ 地域公共交通を広く考える場の創出及び地区ワークショップ
意見交換会等の開催

６つの目標と施策メニュー

基本的な方針

計画期間

基本理念

地域協働推進事業計画
（平成26年９月策定）

　地域特性に合った地域公共交通ネットワークの構築及び活性化のためには、
地域、交通事業者、行政等が一体的となって取り組むことが最も効果的です。
　通院や通学、買物等、市民生活の移動手段をともに考え、協働・連携によ
って、地域公共交通の利便性の向上と利用促進を図ります。

計画の目的
　平成26年度から30年度までの５年間

計画期間
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買
物
等
、
市
民
生
活
の
移
動
手
段

を
と
も
に
考
え
、
地
域
公
共
交
通

の
利
便
性
の
向
上
と
利
用
促
進
を

効
果
的
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。

バ
ス
を
身
近
に
感
じ

て
ほ
し
い

　
ま
ず
は
、
地
域
公
共
交
通
の
利

用
意
識
が
薄
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、

利
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
に

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「
小
学
生
『
バ
ス
の
絵
』
コ

ン
テ
ス
ト
」
や
「
鶴
岡
市
地
域
公

共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
等
の
開

催
を
通
し
て
、
地
域
公
共
交
通
の

実
態
を
広
く
市
民
が
共
有
し
、
将

来
の
在
り
方
を
と
も
に
考
え
る
た

め
の
き
っ
か
け
作
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
の
〝
足
〞
を 

守
り
、育
て
て
い
こ
う

　
誰
も
が
公
共
交
通
を
利
用
し
て

生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
ま
ち
、

環
境
に
優
し
い
移
動
手
段
が
確
保

さ
れ
た
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
の
重

要
性
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
し
て

い
き
ま
す
。
地
域
公
共
交
通
を
維

持
・
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、

「
何
の
た
め
に
守
る
の
か
」
と
い

う
目
的
意
識
と
、「
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
地
域
の
主
体
性
が

大
切
で
す
。
将
来
の
地
域
の〝
足
〞

を
皆
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「バス」をテーマにした絵画コンテストを８月に開催。子供たちを
はじめ広く市民の皆さんにバスをもっと身近に感じてもらうことを
目的に、自由な発想で夢のある「バスの絵」を募集しました。

～地域の"足"をみんなで考え、元気にしよう！～
鶴岡市地域公共交通シンポジウム（９月20日）
　若菜千穂氏（NPO法人いわて地域づくり支援
センター常務理事）の基調講演をはじめ、先進地
事例発表、トークセッションなどを通して、参加
者120人が、地域の"足"について考えました。会
場では次のような取り組み事例が発表されました。

あ
っ
た
ら
楽
し
い
な
♪
こ
ん
な
バ
ス
賞
（
３
点
）

「ほっきょく行きのバス !!」

渡前小２年　加藤はるさん

「海の中をはしるバス」

斎小２年　菅原果歩さん

「カラフルバス」

朝暘五小５年　三浦悠里さん

「ふねバス イン レインボーカーニバル」

羽黒二小２年　丸山飛和くん

「小さな世界へ出発だあ～！」

朝暘二小５年　佐藤美沙綺さん

「友だちたくさん！学校バス♪」

朝暘二小３年　佐藤奏さん

鶴
岡
市
長
賞
（
１
点
）

鶴
岡
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
長
賞
（
２
点
）

小学生「バスの絵」コンテスト
―あったら楽しいな♪こんなバス―
小学生「バスの絵」コンテスト
―あったら楽しいな♪こんなバス―

取り組み事例①

…羽黒地域市営バス利用拡大協議会
◎市営バス「にこにこバス」運行の概要
　運行開始：昭和58年、上川代・小増川線
　　　　　　（路線バス廃止代替）
　　　　　　平成19年10月、今野線
　　　　　　（路線バス廃止代替）　
　運行日等：２路線交互に隔日運行・週３日・３便
　運行車両：ワゴン車15人乗り
　利用者数：25年度1,482人（24年度1,185人）
◎協議会の取り組み
　24年12月、市営バスの利
用拡大を目的に地域が主体
となって設立。温泉施設「ゆ
ぽか」の経由等、利用者目
線で経路や運行時間を見直
した結果、利用者が大幅に
増え、効果を上げています。

取り組み事例②

…藤島東栄地区デマンド交通運営協議会
◎デマンドタクシー「ふれあい号」運行の概要
　運行開始：平成21年１月、鶴岡添川線
　　　　　　（路線バス廃止代替）
　運行日等：月曜～土曜日・３便
　運行車両：セダン４人乗り
　地域負担：200円 /世帯（25年度629世帯）
　利用者数：25年度 2,180人（24年度 2,600人）
◎協議会の取り組み
　21年１月、地域が主体と
なって協議会を設立し運行
を開始。移動手段を持たな
い高齢者や高校生等の声を
聞きながら、通院・通学の
足の確保と利用拡大に努め
ています。


